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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  ①  会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無           ： 有 

        (内容)影響額が僅少なものにつき、一部簡便な手続きを用いております。 

  ②  最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無       ： 無 

  ③  連結及び持分法の適用範囲の異動の有無                   ： 無 
 

２．平成１７年３月期第１四半期財務・業績の概況(平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日) 

（１）経営成績(連結)の進捗状況 (金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
１７年３月期第１四半期 24,947 － 1,396 － 1,284 － 585 － 

１６年３月期第１四半期 － － － － － － － － 

(参考)１６年３月期 87,306  2,102  1,526  228  
 

 
１株当たり四半期 
( 当 期 ) 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益 

 円 銭 円 銭 
１７年３月期第１四半期 3.71 － 

１６年３月期第１四半期 － － 

(参考)１６年３月期 1.39 － 

（注）四半期業績の開示は、平成16年３月期第３四半期より実施しておりますので、前年同四半期実績および対前年同四半期

増減率は記載しておりません。 
 

<参考> 平成１７年３月期第１四半期の単独業績概況(平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
１７年３月期第１四半期 23,683 － 1,260 － 1,232 － 606 － 

１６年３月期第１四半期 － － － － － － － － 

(参考)１６年３月期 82,096  1,786  1,523  470  
 

（２）財政状態(連結)の変動状況 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

１７年３月期第１四半期 119,395 61,583 51.6 390.07 

１６年３月期第１四半期 － － － － 

(参考)１６年３月期 116,837 60,910 52.1 385.79 

（注）四半期業績の開示は、平成16年３月期第３四半期より実施しておりますので、前年同四半期実績は記載しておりません。 
 

３．平成１７年３月期の業績予想(平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日) 

（１）連結業績 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
中 間 期 51,000 2,400 1,000 

 

（２）単独業績 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
中 間 期 48,000 2,300 1,000 

上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであります。予想には様々な不確実要素が

内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があることをお含みおきください。



 
２

 

 

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 
当第１四半期（平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日）におけるわが国経済は、世界経済の回復が続く中、アジア向け

を中心に輸出が引き続き好調だったことに加え、製造業を中心に企業収益が改善し、設備投資が増加するなど着実に回復してま

いりました。 

特殊鋼業界におきましては、自動車や産業機械などの主要需要業界の好調な生産を背景に、生産量は高い水準で推移しており

ます。 

このような中、当社グループにおきましては、ベアリング業界、自動車業界などからの旺盛な需要のもと、販売が好調に推移

したことなどにより、売上高は２４９億４７百万円となりました。 

利益面におきましては、販売価格の是正ならびに受注の増加に伴う操業度の改善、また鉄屑など主要原材料価格が予想より低

位であったことなどにより、経常利益は１２億８４百万円、四半期純利益は５億８５百万円となりました。 

 

 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 
当第１四半期の総資産は売上高の増加に伴う受取手形及び売掛金の増加および棚卸資産の増加により、１，１９３億９５百万

円（前連結会計年度比２５億５７百万円増）となりました。負債は短期借入金の増加などにより、５７１億８７百万円（前連結

会計年度比１９億７百万円増）となりました。株主資本は四半期純利益の計上およびその他有価証券評価差額金の増加などによ

り、６１５億８３百万円（前連結会計年度比６億７３百万円増）となりました。 

 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 
１．平成 16 年 9 月中間期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日） （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

今回発表予想（Ａ） 51,000 2,400 1,000 

前回発表予想（Ｂ）（平成 16 年 5 月 14 日） 48,000 1,100 300 

増   減   額（Ａ－Ｂ） 3,000 1,300 700 

増   減   率（％） 6% 118% 233% 

(ご参考)前年同期実績(平成15年9月中間期) 42,403 1,492 788 

 

２．平成 16 年 9 月中間期の単独業績予想（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日）（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

今回発表予想（Ａ） 48,000 2,300 1,000 

前回発表予想（Ｂ）（平成 16 年 5 月 14 日） 45,000 1,000 300 

増   減   額（Ａ－Ｂ） 3,000 1,300 700 

増   減   率（％） 7% 130% 233% 

(ご参考)前年同期実績(平成15年9月中間期) 39,906 1,259 705 

 

３．修正理由 

ベアリング業界、自動車業界などからの需要が好調に推移しており、原材料価格の変動があるものの、販売価格の是正、品種

構成の改善やコスト削減の効果などが見込まれるため、平成１６年５月１４日に公表いたしました中間期の業績予想を上方修正

いたします。 

なお、現段階で原燃料価格の動向など下半期の事業環境の見極めが困難なことから、業績予想につきましては中間期のみにと

どめております。通期の業績予想につきましては、下半期の事業環境が見通せる状況となった時点で、速やかに開示いたします。 

 

○ 添付資料  要約連結貸借対照表、要約連結損益計算書 

以上 
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[添付資料] 

(１)要約連結貸借対照表 

 
(単位:百万円) 

科 目 
当第１四半期 

平成16年６月30日現在 

(参考)前連結会計年度末 

平成16年３月31日現在 
増減 

( 資 産 の 部 )     

 流 動 資 産 54,526 51,239 3,286 

  現 金 及 び 預 金  3,171 3,379 △ 208 

  受 取 手 形 及 び 売 掛 金 23,822 21,199 2,622 

  棚 卸 資 産 25,872 24,798 1,073 

  繰 延 税 金 資 産  907 1,201 △ 293 

  そ の 他 811 716 94 

  貸 倒 引 当 金 △ 59 △ 56 △ 2 

    

 固 定 資 産 64,868 65,597 △ 729 

 有 形 固 定 資 産  52,979 53,687 △ 708 

  建 物 及 び 構 築 物 13,571 13,746 △ 175 

  機 械 装 置 及 び 運 搬 具 29,368 29,814 △ 446 

  土 地 7,809 7,810 △ 0 

  建 設 仮 勘 定 1,540 1,604 △ 63 

  そ の 他 689 711 △ 22 

    

 無 形 固 定 資 産  1,394 1,490 △ 95 

    

 投 資 そ の 他 の 資 産 10,494 10,420 73 

  投 資 有 価 証 券  5,064 4,686 377 

  長 期 貸 付 金 722 727 △ 5 

  繰 延 税 金 資 産  3,588 3,876 △ 288 

  そ の 他 1,428 1,431 △ 2 

  貸 倒 引 当 金 △ 309 △ 301 △ 7 

資 産 合 計 119,395 116,837 2,557 

 

 

 



 
４

 

 

 

 

(単位:百万円) 

科 目 
当第１四半期 

平成16年６月30日現在 

(参考)前連結会計年度末 

平成16年３月31日現在 
増減 

( 負 債 の 部 )     

 流 動 負 債 32,281 29,770 2,510 

  支 払 手 形 及 び 買 掛 金 9,325 9,289 35 

  短 期 借 入 金 15,588 12,659 2,929 

  そ の 他 7,366 7,821 △ 454 

    

 固 定 負 債 24,906 25,509 △ 602 

  長 期 借 入 金 23,537 23,617 △ 79 

  繰 延 税 金 負 債  39 38 0 

  退 職 給 付 引 当 金 734 941 △ 206 

  役 員 退 職 慰 労 引 当 金 296 602 △ 305 

  そ の 他 298 309 △ 11 

負 債 合 計 57,187 55,280 1,907 

    

(少数株主持分)    

 少 数 株 主 持 分  623 647 △ 23 

    

( 資 本 の 部 )     

 資 本 金 20,182 20,182 ―  

 資 本 剰 余 金  17,593 17,593 ―  

 利 益 剰 余 金  24,512 24,064 448 

 そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  1,065 825 240 

 為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 415 △ 401 △ 14 

 自 己 株 式 △ 1,356 △ 1,355 △ 1 

資 本 合 計 61,583 60,910 673 

負債、少数株主持分及び資本合計  119,395 116,837 2,557 
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(２)要約連結損益計算書 

 
(単位:百万円) 

 当第１四半期 (参考)前連結会計年度 

科 目 自  平成16年４月１日 自  平成15年４月１日 

 至  平成16年６月30日 至  平成16年３月31日 

   

Ⅰ 売 上 高 24,947 87,306 

Ⅱ 売 上 原 価 21,160 75,984 

  売 上 総 利 益  3,786 11,322 

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  2,389 9,220 

  営 業 利 益 1,396 2,102 

Ⅳ 営 業 外 収 益  85 295 

  受 取 利 息 6 22 

  受 取 配 当 金  26 31 

  そ の 他 52 240 

Ⅴ 営 業 外 費 用  197 871 

  支 払 利 息 119 487 

  そ の 他 77 383 

  経 常 利 益 1,284 1,526 

Ⅵ 特 別 利 益 0 168 

  貸 倒 引 当 金 戻 入 益  0 30 

  投 資 有 価 証 券 売 却 益  ―  137 

Ⅶ 特 別 損 失 223 702 

  固 定 資 産 等 売 廃 却 損  56 201 

  会計基準変更時差異償却  62 251 

  特 別 退 職 費 用  104 240 

  ゴ ル フ 会 員 権 売 却 損  ―  5 

  ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損  ―  3 

  税金等調整前四半期純利益 1,061 992 

 税 金 費 用 493 843 

 少 数 株 主 損 失  17 79 

  四 半 期 純 利 益  585 228 

 

 

 

 

 

 

 


